
総合化事業計画の下書き（売上高と所得の目標）

申請者名：                         現状の決算期（年月期）：                         目標の決算期（年月期）：                        

区分
農林水産物等名・新商

品名
販売方式（販売先） 販売数量 単位 単価（円） 売上高・金額（円）

新商品の原材料の使用量

（うち自社生産分）
増加率（％）・備考

現状

現状

現状

現状

ア：現状の売上高計

目標

目標

目標

目標

目標

目標

イ：目標の売上高計

売上高の増加率（イ÷ア×100）

ウ：現状 農林漁業と関連事業の

売上高

エ：現状 経営費

オ：現状 所得（ウ−エ）

カ：目標 農林漁業と関連事業の

売上高

キ：目標 経営費

ク：目標 所得（カ−キ）

所得の増加率（ク÷オ×100）

これは提出様式ではなく下書きです。認定申請の様式（別記様式第1号・別紙・別表）は農林水産省のページから入手し、地方農政局などの相談窓口に相談しながら作ってください。

売上高＝販売数量×単価。Excel では売上高・合計・所得・増加率に計算式が入っています。増加率は小数第2位を四捨五入して小数第1位まで出します。

ア・イは総合化事業に使う農林水産物等と新商品だけの売上高を、販売方式ごとに分けて書きます。ウ〜クは総合化事業に使わない品目も含めた、農林漁業と関連事業の全体の数字です。



記入例は、いちごと水稲を作る架空の個人経営（12月決算、計画期間5年）です。数値は説明のための仮の値です。

ミノリス（minorisu.com）の無料テンプレート



農林漁業経営の現状（品目ごと）

申請者名：                         時点：                        

品目 生産規模 生産量 実施体制（従業員・パート） 主な販売先別の出荷量 備考（課題）

共同申請の場合は、申請者全員について書きます。品質や効能を書くときは、主観的な表現を避け、データなど客観的な根拠で書きます。

ミノリス（minorisu.com）の無料テンプレート



総合化事業の取組の内容（いつ・どこで・誰が・誰に・何を・どのように）

申請者名：                        

取組の区分 段階・項目 いつまでに どこで
誰が（担当・連携

先）
誰に対して 何を どのように

備考（内諾の有無・

課題）

①新商品の開発・生

産・需要の開拓
市場調査

①新商品の開発・生

産・需要の開拓
商品開発

①新商品の開発・生

産・需要の開拓
製造

①新商品の開発・生

産・需要の開拓
販売先の確保

②新たな販売の方式

の導入

②販売の方式の改善

③生産の方式の改善

新商品ごと、新たな販売の方式に取り組む農林水産物等ごとに表を作ります。項目は例なので、取組に合わせて変えてかまいません。

原材料の一部を他者から調達する場合や、製造・販売で他者の協力を得る場合は、その内容と、相手から内諾を得ているかを書きます。

ミノリス（minorisu.com）の無料テンプレート



総合化事業の実施体制

申請者名：                        

部門 担当者（氏名・役職） 協力・連携事業者 人員数

責任者

商品開発

加工品の製造

営業・販売

生産

取組の内容に沿って役割分担がわかるように書きます。組織図を添付して代えることもできます。

ミノリス（minorisu.com）の無料テンプレート



総合化事業に必要な資金の額と調達方法（単位：千円）

申請者名：                        

項目
1年後（　年　月

期）

2年後（　年　月

期）

3年後（　年　月

期）

4年後（　年　月

期）

5年後（　年　月

期）
備考（借入先・補助事業名など）

①設備投資額

②運転資金額

③資金調達額合計（①＋②）

自己資金

借入金（うち農業改良資金等）

借入金（その他）

補助金等

その他

調達の計（③と一致させる）

差（③−調達の計）

設備投資額・運転資金額は、各年度の取組のスケジュールと、売上・経費の見積りから出します。Excel では③・調達の計・差に計算式が入っています。差が0でない年は、資金が足りないか、計算が合っていません。

借入金・補助金等は、計画を申請する時点での予定を書きます。補助金は交付が保証されているわけではありません。

「農業改良資金等」は、農業改良資金・林業・木材産業改善資金・沿岸漁業改善資金です。

ミノリス（minorisu.com）の無料テンプレート


